 ２ 地域別の指標と特徴

	伊  豆
	・観光交流客数は3,944万7千人、前年度比97.3％、シェアは28.7％。

・宿泊客数は1,183万人、前年度比96.7％、シェアは63.2％。

	
	・早春の花イベントの多くは、花の見ごろの時期がずれ、入込が減少した。
・夏の海水浴客は、期間前半は梅雨明けが早く好天が続き、８月は天候不良に見舞われて減少したものの、期間全体では前年度比102.9%（約4.1万人の増）となった。
・宿泊客数は、熱海市を除く各市町で減少した。時期によっては増加した市町もあったが、ほどんどの市町で減少が目立った。

	富  士
	・観光交流客数は2,766万3千人、前年度比105.9％、シェアは20.1％。

・宿泊客数は153万7千人、前年度比100.3％、シェアは8.2％。

	
	・富士登山者数（新五合目への入込み数）は、前年度比 115.4％（約7万5千人の増）となり、富士山の人気が続いている。
・大型観光商業施設において入込み客数が増加した。
・宿泊客数は全体ではほぼ前年並みであったが、減少した市町の方が多かった。

	駿  河
	・観光交流客数は2,846万5千人、前年度比102.4％、シェアは20.7％

・宿泊客数は148万5千人、前年度比104.4％、シェアは7.9％。

	
	・大型行祭事・イベントの入込では、「静岡まつり」、「清水みなと祭り」等いくつかは減少したが、「大道芸ワールドカップ」等増加したものもあった。

・宿泊客数は通年にわたって前年度を上回った。

	西駿河･奥大井
	・観光交流客数は955万8千人、前年度比100.2％、シェアは7.0％。

・宿泊客数は70万9千人、前年度比99.6％、シェアは3.8％。

	
	· 3年に一度の島田大祭や藤枝の飽波神社大祭が開催された前年度と比較すると、行祭事の入込み客数が大きく減少したが、産業観光施設や特産品販売施設等を中心に入込が増加した。
· 宿泊客数は、大幅に増加した島田市、前年並みとなった藤枝市のほかは各市町とも減少した。

	中東遠
	・観光交流客数は1,538万人、前年度比106.1％、シェアは11.2％。

・宿泊客数は95万3千人、前年度比102.2％、シェアは5.1％。

	
	· 掛川市においては、道の駅等を新規調査対象とした結果、観光レクリエーション客数が前年度より大幅に増加したが、他市町は前年並みか減少となった。
· 宿泊客数は、全体では前年度より増加したが、増加した市町も減少した市町も見られる。

	西北遠
	・観光交流客数は1,694万6千人、前年度比99.1％、シェアは12.3％。
・宿泊客数は221万人、前年度比88.4％、シェアは11.8％。

	
	· 「浜松まつり」等大規模イベントで入込み客数が前年度より減少したものもあったが、産業観光施設等の入込が増加し、観光レクリエーション客数全体では前年度より増加した。

· 宿泊客数は、湖西市では増加したが、浜松市、新居町では減少が目立った。








